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課題①解決のための対応策

以下のように要求事項を整理した。

「過電流制御が作動中においても，当該装置は遮断されることなく連続運転を継続し、電圧源として
の動作（周波数・電圧形成および系統支援機能）を維持しなければならない。過電流の設計耐量
時間経過後は、装置保護の観点から定格電流（1 pu）を下回らない範囲で電流を制限することを
許容するが、その場合においても系統安定化に資する制御挙動を継続しなければならない。」
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